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   第 ３ 種          電 力 

 

 

答案用紙記入上の注意事項等 

 

１．マークシート（答案用紙）は機械で読み取りますので，濃度ＨＢの鉛筆又はＨ

Ｂの芯を用いたシャープペンシルで濃く塗りつぶしてください。 

色鉛筆やボールペンでは機械で読み取ることができません。 

 なお，訂正は「プラスチック消しゴム」できれいに消し，消しくずを残さ

ないでください。 

２．マークシートには，カナ氏名，受験番号，試験地が印字されています。受験票

と照合の上，氏名，生年月日を記入してください。 

マークシートに印字してある
・カナ氏名
・受験番号
・試験地
を受験票と照合の上，記入してください。

受 験 番 号

印 字 あ り

氏　名

カナ氏名
(字数制限の省略あり)

生年月日

試験地

印字あり

印字あり

        

 

 

３．マークシートの余白及び裏面には，何も記入しないでください。 

４．マークシートは，折り曲げたり汚したりしないでください。 

  

５．問題の解答の選択肢は( )から( )まであります。その中から一つ選びマークシ

ートの解答欄にマークしてください。

なお，二つ以上マークした場合には，採点されません。

  （解答記入例）

  問１ 日本で一番高い山として，正しいものを次の( )～( )のうちから一つ

選べ。

   ( 大雪山  ( 浅間山  ( 富士山  ( 立 山  ( 阿蘇山

  正解は「( )」ですから，マークシートには

選　択　肢　番　号
問題

番号

のように選択肢番号の枠内を塗りつぶしてください。

６．問題文で単位を付す場合

① 数字と組み合わせる場合は，数字と単位の間をあける。

（例： f ･ ）

② 数字以外と組み合わせる場合

（例： I 抵抗 R 面積は S ]）

（この問題は持ち帰ってください。また，白紙部分はメモ用紙と 

して使用できます。）

     次ページ以降は試験問題になっていますので，試験開始の

   合図があるまで，開いてはいけません。

     試験問題に関する質問にはお答えできません。
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   第 ３ 種 電 力

答案用紙記入上の注意事項等

１．マークシート（答案用紙）は機械で読み取りますので，濃度ＨＢの鉛筆又はＨ

Ｂの芯を用いたシャープペンシルで濃く塗りつぶしてください。

色鉛筆やボールペンでは機械で読み取ることができません。

 なお，訂正は「プラスチック消しゴム」できれいに消し，消しくずを残さ

ないでください。

２．マークシートには，カナ氏名，受験番号，試験地が印字されています。受験票

と照合の上，氏名，生年月日を記入してください。 

マークシートに印字してある
・カナ氏名
・受験番号
・試験地
を受験票と照合の上，記入してください。

受 験 番 号

印 字 あ り

氏　名

カナ氏名
(字数制限の省略あり)

生年月日

試験地

印字あり

印字あり

  

３．マークシートの余白及び裏面には，何も記入しないでください。

４．マークシートは，折り曲げたり汚したりしないでください。

 

５．問題の解答の選択肢は(1)から(5)まであります。その中から一つ選びマークシ

ートの解答欄にマークしてください。 

なお，二つ以上マークした場合には，採点されません。 

  （解答記入例） 

  問１ 日本で一番高い山として，正しいものを次の(1)～(5)のうちから一つ

選べ。 

   (1) 大雪山  (2) 浅間山  (3) 富士山  (4) 立 山  (5) 阿蘇山 

  正解は「(3)」ですから，マークシートには 

1

選　択　肢　番　号
問題

番号

1 2 3 4 5

 

   
のように選択肢番号の枠内を塗りつぶしてください。

                

 

６．問題文で単位を付す場合 

① 数字と組み合わせる場合は，数字と単位の間をあける。 

（例： 350 W     f=50 Hz       670 k V ･A） 

② 数字以外と組み合わせる場合 

（例： I[A]   抵抗 R[ ]   面積は S[m
2
]） 

 

（この問題は持ち帰ってください。また，白紙部分はメモ用紙と 

して使用できます。） 

 

 

     次ページ以降は試験問題になっていますので，試験開始の 

   合図があるまで，開いてはいけません。 

     試験問題に関する質問にはお答えできません。 
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   第 ３ 種          電 力             

  

ＡＡ問題(配点は 1 問題当たり 5 点) 

 

問１ 水力発電に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)のうちから一

つ選べ。 

(1) 水管を流れる水の物理的性質を示す式として知られるベルヌーイの定理は，

エネルギー保存の法則に基づく定理である。 

(2) 水力発電所には，一般的に短時間で起動･停止ができる，耐用年数が長い，エ

ネルギー変換効率が高いなどの特徴がある。 

(3) 水力発電は昭和 30 年代前半まで我が国の発電の主力であったが，現在では

エネルギーの安定供給と経済性及び地球環境への貢献の観点から多様な発電

方式が運用されており，我が国における水力発電の近年の発電電力量の比率は

20 ％程度である。 

(4) 河川の 1 日の流量を，年間を通して流量の多いものから順番に配列して描い

た流況曲線は，発電電力量の計画において重要な情報となる。 

(5) 総落差から損失水頭を差し引いたものを一般に有効落差という。有効落差に

相当する位置エネルギーが水車に動力として供給される。 

  

- 1 -

問２ 次の文章は，水車に関する記述である。 

水圧管の先端がノズルになっていると，有効落差は全て    (ｱ)   エネルギーと

なり，水は噴流となって噴出し，ランナのバケットにあたってランナを回転させ

る。このような水の力で回転する水車を    (ｲ)   水車という。 

代表的なものとして    (ｳ)   水車があり，    (ｴ)   で，流量の比較的少ない場

所に用いられ，比速度は    (ｵ)   。 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の( )～( )のうちから一つ選べ。 

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) 

) 運動 衝動 ペルトン 高落差 大きい

) 圧力 反動 フランシス 低落差 大きい

) 位置 反動 カプラン 高落差 大きい

) 圧力 衝動 フランシス 低落差 小さい

) 運動 衝動 ペルトン 高落差 小さい
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   第 ３ 種 電 力

ＡＡ問題(配点は 問題当たり 点) 

問１ 水力発電に関する記述として，誤っているものを次の( )～( )のうちから一

つ選べ。 

) 水管を流れる水の物理的性質を示す式として知られるベルヌーイの定理は，

エネルギー保存の法則に基づく定理である。

) 水力発電所には，一般的に短時間で起動･停止ができる，耐用年数が長い，エ

ネルギー変換効率が高いなどの特徴がある。

) 水力発電は昭和 年代前半まで我が国の発電の主力であったが，現在では

エネルギーの安定供給と経済性及び地球環境への貢献の観点から多様な発電

方式が運用されており，我が国における水力発電の近年の発電電力量の比率は

％程度である。

) 河川の 日の流量を，年間を通して流量の多いものから順番に配列して描い

た流況曲線は，発電電力量の計画において重要な情報となる。

) 総落差から損失水頭を差し引いたものを一般に有効落差という。有効落差に

相当する位置エネルギーが水車に動力として供給される。
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問２ 次の文章は，水車に関する記述である。 

水圧管の先端がノズルになっていると，有効落差は全て    (ｱ)    エネルギーと

なり，水は噴流となって噴出し，ランナのバケットにあたってランナを回転させ

る。このような水の力で回転する水車を    (ｲ)    水車という。 

代表的なものとして    (ｳ)    水車があり，    (ｴ)    で，流量の比較的少ない場

所に用いられ，比速度は    (ｵ)    。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) 運動  衝動  ペルトン  高落差  大きい 

(2) 圧力  反動  フランシス  低落差  大きい 

(3) 位置  反動  カプラン  高落差  大きい 

(4) 圧力  衝動  フランシス  低落差  小さい 

(5) 運動  衝動  ペルトン  高落差  小さい 
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問３ ガスタービン発電と汽力発電を組み合わせたコンバインドサイクル発電方式

を，同一出力の汽力発電方式と比較した記述として，誤っているものを次の(1)～

(5)のうちから一つ選べ。 

(1) 熱効率が高い。 

(2) 起動・停止時間が短い。 

(3) 蒸気タービンの出力分担が小さいので，復水器の冷却水量が少ない。 

(4) 最大出力が外気温度の影響を受けやすい。 

(5) 大型所内補機が多いので，所内率が大きい。 
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問４ 次の文章は，原子炉の型と特性に関する記述である。

軽水炉は，    (ｱ)   を原子燃料とし，冷却材と    (ｲ)   に軽水を用いた原子炉

であり，我が国の商用原子力発電所に広く用いられている。この軽水炉には，蒸

気を原子炉の中で直接発生する    (ｳ)   原子炉と蒸気発生器を介して蒸気を作

る    (ｴ)   原子炉とがある。 

軽水炉では，何らかの原因により原子炉の核分裂反応による熱出力が増加し

て，炉内温度が上昇した場合でも，燃料の温度上昇にともなってウラン によ

る中性子の吸収が増加する    (ｵ)   により，出力が抑制される。このような働き

を原子炉の固有の安全性という。 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の( )～( )のうちから一つ選べ。 

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) 

) 低濃縮ウラン 減速材 沸騰水型 加圧水型 ドップラー効果 

) 高濃縮ウラン 減速材 沸騰水型 加圧水型 ボイド効果 

) プルトニウム 加速材 加圧水型 沸騰水型 ボイド効果 

) 低濃縮ウラン 減速材 加圧水型 沸騰水型 ボイド効果 

) 高濃縮ウラン 加速材 沸騰水型 加圧水型 ドップラー効果 



■ T2－D 007
 

問３ ガスタービン発電と汽力発電を組み合わせたコンバインドサイクル発電方式

を，同一出力の汽力発電方式と比較した記述として，誤っているものを次の( )～

( )のうちから一つ選べ。

( ) 熱効率が高い。

( ) 起動・停止時間が短い。

( ) 蒸気タービンの出力分担が小さいので，復水器の冷却水量が少ない。 

( ) 最大出力が外気温度の影響を受けやすい。

( ) 大型所内補機が多いので，所内率が大きい。 

- 3 -

 

問４ 次の文章は，原子炉の型と特性に関する記述である。 

軽水炉は，    (ｱ)    を原子燃料とし，冷却材と    (ｲ)    に軽水を用いた原子炉

であり，我が国の商用原子力発電所に広く用いられている。この軽水炉には，蒸

気を原子炉の中で直接発生する    (ｳ)    原子炉と蒸気発生器を介して蒸気を作

る    (ｴ)    原子炉とがある。 

軽水炉では，何らかの原因により原子炉の核分裂反応による熱出力が増加し

て，炉内温度が上昇した場合でも，燃料の温度上昇にともなってウラン 238 によ

る中性子の吸収が増加する    (ｵ)    により，出力が抑制される。このような働き

を原子炉の固有の安全性という。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) 

(1) 低濃縮ウラン 減速材 沸騰水型 加圧水型 ドップラー効果 

(2) 高濃縮ウラン 減速材 沸騰水型 加圧水型 ボイド効果 

(3) プルトニウム 加速材 加圧水型 沸騰水型 ボイド効果 

(4) 低濃縮ウラン 減速材 加圧水型 沸騰水型 ボイド効果 

(5) 高濃縮ウラン 加速材 沸騰水型 加圧水型 ドップラー効果 
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問５ 各種発電に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)のうちから一

つ選べ。 

(1) 太陽光発電は，太陽電池によって直流の電力を発生させる。需要地点で発電

が可能，発生電力の変動が大きい，などの特徴がある。 

(2) 地熱発電は，地下から取り出した蒸気又は熱水の気化で発生させた蒸気に

よってタービンを回転させる発電方式である。発電に適した地熱資源を見つけ

るために，適地調査に多額の費用と長い期間がかかる。 

(3) バイオマス発電は，植物などの有機物から得られる燃料を利用した発電方式

である。さとうきびから得られるエタノールや，家畜の糞から得られるメタン

ガスなどが燃料として用いられている。 

(4) 風力発電は，風のエネルギーによって風車で発電機を駆動し発電を行う。プ

ロペラ型風車は羽根の角度により回転速度の制御が可能である。設定値を超え

る強風時には羽根の面を風向きに平行になるように制御し，ブレーキ装置に

よって風車を停止させる。 

(5) 燃料電池発電は，水素と酸素との化学反応を利用して直流の電力を発生させ

る。発電に伴って発生する熱を給湯などに利用できるが，発電時の振動や騒音

が大きい。 
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問６ 定格値が一次電圧 ，二次電圧 ，容量 ･ の三相変圧器があ

る。一次側に換算した漏れリアクタンスの値が のとき，百分率リアクタン

スの値[％]として，最も近いものを次の( )～( )のうちから一つ選べ。

( ( ( ( (
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問５ 各種発電に関する記述として，誤っているものを次の( )～( )のうちから一

つ選べ。 

( ) 太陽光発電は，太陽電池によって直流の電力を発生させる。需要地点で発電

が可能，発生電力の変動が大きい，などの特徴がある。 

( ) 地熱発電は，地下から取り出した蒸気又は熱水の気化で発生させた蒸気に

よってタービンを回転させる発電方式である。発電に適した地熱資源を見つけ

るために，適地調査に多額の費用と長い期間がかかる。 

( ) バイオマス発電は，植物などの有機物から得られる燃料を利用した発電方式

である。さとうきびから得られるエタノールや，家畜の糞から得られるメタン

ガスなどが燃料として用いられている。 

( ) 風力発電は，風のエネルギーによって風車で発電機を駆動し発電を行う。プ

ロペラ型風車は羽根の角度により回転速度の制御が可能である。設定値を超え

る強風時には羽根の面を風向きに平行になるように制御し，ブレーキ装置に

よって風車を停止させる。 

( ) 燃料電池発電は，水素と酸素との化学反応を利用して直流の電力を発生させ

る。発電に伴って発生する熱を給湯などに利用できるが，発電時の振動や騒音

が大きい。 

- 5 -

 

問６ 定格値が一次電圧 66 kV，二次電圧 6.6 kV，容量 30 MV･A の三相変圧器があ

る。一次側に換算した漏れリアクタンスの値が 14.5 のとき，百分率リアクタン

スの値[％]として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 3.3 (2) 5.8 (3) 10.0 (4) 17.2 (5) 30.0 
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問７ 次の文章は，変圧器の結線方式に関する記述である。 

変圧器の一次側，二次側の結線に Y 結線及びΔ結線を用いる方式は，結線の組

合せにより四つのパターンがある。このうち，    (ｱ)    結線はひずみ波の原因と

なる励磁電流の第 3 高調波が環流し，吸収される効果が得られるが，一方で中性

点の接地が必要となる場合は適さない。    (ｲ)    結線は一次側，二次側とも中性

点接地が可能という特徴を有する。    (ｳ)    結線及び    (ｴ)    結線は第 3 高調波

の環流回路があり，一次側若しくは二次側の中性点接地が可能である。    (ｳ)    

結線は昇圧用に，    (ｴ)    結線は降圧用に用いられることが多い。 

特別高圧系統では変圧器中性点を各種の方法で接地することから，    (ｲ)    結

線の変圧器が用いられるが，第 3 高調波の環流の効果を得る狙いから    (ｵ)    結

線を用いた三次巻線を採用していることが多い。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。ただし，(ｱ)～(ｴ)の左側は一次側，右側は二次

側の結線を表す。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) Y-Y  Δ-Δ  Y-Δ  Δ-Y  Δ 

(2) Δ-Δ  Y-Y  Δ-Y  Y-Δ  Δ 

(3) Δ-Δ  Y-Y  Y-Δ  Δ-Y  Δ 

(4) Y-Δ  Δ-Y  Δ-Δ  Y-Y  Y 

(5) Δ-Δ  Y-Y  Δ-Y  Y-Δ  Y 

 

  

- 7 -

問８ 架空送電線路の構成要素に関する記述として，誤っているものを次の( )～

( )のうちから一つ選べ。 

( アークホーン : がいしの両端に設けられた金属電極をいい，雷サー

ジによるフラッシオーバの際生じるアークを電極間

に生じさせ，がいし破損を防止するものである。 

( トーショナル

ダンパ 

: 着雪防止が目的で電線に取り付ける。風による振動

エネルギーで着雪を防止し，ギャロッピングによる

電線間の短絡事故などを防止するものである。 

( アーマロッド : 電線の振動疲労防止やアークスポットによる電線溶

断防止のため，クランプ付近の電線に同一材質の金

属を巻き付けるものである。 

( 相間スペーサ : 強風などによる電線相互の接近及び衝突を防止する

ため，電線相互の間隔を保持する器具として取り付

けるものである。 

( 埋設地線 : 塔脚の地下に放射状に埋設された接地線，あるい

は，いくつかの鉄塔を地下で連結する接地線をい

い，鉄塔の塔脚接地抵抗を小さくし，逆フラッシ

オーバを抑止する目的等のため取り付けるものであ

る。 



■ T2－D 011
 

問７ 次の文章は，変圧器の結線方式に関する記述である。 

変圧器の一次側，二次側の結線に 結線及びΔ結線を用いる方式は，結線の組

合せにより四つのパターンがある。このうち，    (ｱ)   結線はひずみ波の原因と

なる励磁電流の第 高調波が環流し，吸収される効果が得られるが，一方で中性

点の接地が必要となる場合は適さない。    (ｲ)   結線は一次側，二次側とも中性

点接地が可能という特徴を有する。    (ｳ)   結線及び    (ｴ)   結線は第 高調波

の環流回路があり，一次側若しくは二次側の中性点接地が可能である。    (ｳ)   

結線は昇圧用に，    (ｴ)   結線は降圧用に用いられることが多い。 

特別高圧系統では変圧器中性点を各種の方法で接地することから，    (ｲ)   結

線の変圧器が用いられるが，第 高調波の環流の効果を得る狙いから    (ｵ)   結

線を用いた三次巻線を採用していることが多い。 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の( )～( )のうちから一つ選べ。ただし，(ｱ)～(ｴ)の左側は一次側，右側は二次

側の結線を表す。 

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ)

) Δ Δ Δ Δ Δ
) Δ Δ Δ Δ Δ
) Δ Δ Δ Δ Δ
) Δ Δ Δ Δ
) Δ Δ Δ Δ
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問８ 架空送電線路の構成要素に関する記述として，誤っているものを次の(1)～

(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) アークホーン : がいしの両端に設けられた金属電極をいい，雷サー

ジによるフラッシオーバの際生じるアークを電極間

に生じさせ，がいし破損を防止するものである。 

 

(2) トーショナル

ダンパ 

 

: 着雪防止が目的で電線に取り付ける。風による振動

エネルギーで着雪を防止し，ギャロッピングによる

電線間の短絡事故などを防止するものである。 

 

(3) アーマロッド : 電線の振動疲労防止やアークスポットによる電線溶

断防止のため，クランプ付近の電線に同一材質の金

属を巻き付けるものである。 

 

(4) 相間スペーサ : 強風などによる電線相互の接近及び衝突を防止する

ため，電線相互の間隔を保持する器具として取り付

けるものである。 

 

(5) 埋設地線 : 塔脚の地下に放射状に埋設された接地線，あるい

は，いくつかの鉄塔を地下で連結する接地線をい

い，鉄塔の塔脚接地抵抗を小さくし，逆フラッシ

オーバを抑止する目的等のため取り付けるものであ

る。 
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■ T2－D 012
 

問９ 交流三相 3 線式 1 回線の送電線路があり，受電端に遅れ力率角 [rad]の負荷

が接続されている。送電端の線間電圧を Vs[V]，受電端の線間電圧を Vr[V]，その

間の相差角は [rad]である。 

受電端の負荷に供給されている三相有効電力[W]を表す式として，正しいもの

を次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

ただし，送電端と受電端の間における電線 1 線当たりの誘導性リアクタンスは

X[ ]とし，線路の抵抗，静電容量は無視するものとする。 

 

(1) s r
sin

V V

X
  (2) s r

3
cos

V V

X
  (3) s r

3
sin

V V

X
 

(4) s r
cos

V V

X
 (5) s r

cos
sin

V V

X
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問 10 地中送配電線の主な布設方式である直接埋設式，管路式及び暗きょ式につい

て，各方式の特徴に関する記述として，誤っているものを次の( )～( )のうちか

ら一つ選べ。 

( ) 直接埋設式は，他の方式と比較して工事費が少なく，工事期間が短い。 

( ) 管路式は，直接埋設式と比較してケーブル外傷事故の危険性が少なく，ケー

ブルの増設や撤去に便利である。 

( ) 管路式は，他の方式と比較して熱放散が良く，ケーブル条数が増加しても送

電容量の制限を受けにくい。 

( ) 暗きょ式は，他の方式と比較して工事費が多大であり，工事期間が長い。 

( ) 暗きょ式は，他の方式と比較してケーブルの保守点検作業が容易であり，多

条数の布設に適している。 



■ T2－D 013
 

問９ 交流三相 線式 回線の送電線路があり，受電端に遅れ力率角 ]の負荷

が接続されている。送電端の線間電圧を V ]，受電端の線間電圧を V ]，その

間の相差角は ]である。

受電端の負荷に供給されている三相有効電力[ ]を表す式として，正しいもの

を次の( )～( )のうちから一つ選べ。

ただし，送電端と受電端の間における電線 線当たりの誘導性リアクタンスは

X ]とし，線路の抵抗，静電容量は無視するものとする。 

(
V V

X
  (

V V

X
  (

V V

X

(
V V

X
 (

V V

X
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問 10 地中送配電線の主な布設方式である直接埋設式，管路式及び暗きょ式につい

て，各方式の特徴に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)のうちか

ら一つ選べ。 

(1) 直接埋設式は，他の方式と比較して工事費が少なく，工事期間が短い。 

(2) 管路式は，直接埋設式と比較してケーブル外傷事故の危険性が少なく，ケー

ブルの増設や撤去に便利である。 

(3) 管路式は，他の方式と比較して熱放散が良く，ケーブル条数が増加しても送

電容量の制限を受けにくい。 

(4) 暗きょ式は，他の方式と比較して工事費が多大であり，工事期間が長い。 

(5) 暗きょ式は，他の方式と比較してケーブルの保守点検作業が容易であり，多

条数の布設に適している。 
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■ T2－D 014
 

問 11 次の文章は，電力の需要と供給に関する記述である。 

電力の需要は 1 日の間で大きく変動し，一般に日中に需要が最大となる。一方

で，    (ｱ)    の大量導入に伴って，日中の発電量が需要を上回る事例も報告され

ている。需要電力の平準化や，電力の需給バランスの確保のために，    (ｲ)    発

電が用いられている。また近年では，    (ｳ)    電池などの電力貯蔵装置の技術が

向上している。 

天候の急変時や発電所の故障発生時にも周波数を標準周波数へと回復させる

ために，    (ｴ)    が確保されている。部分負荷運転中の水力発電機や    (ｵ)    発

電機などが    (ｴ)    の対象となる。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

(1) ベース供給力  流込み式  燃料  運転予備力  原子力 

(2) ベース供給力  揚水式  蓄  運転予備力  原子力 

(3) ベース供給力  流込み式  燃料  ミドル供給力  火力 

(4) 太陽光発電  揚水式  燃料  ミドル供給力  火力 

(5) 太陽光発電  揚水式  蓄  運転予備力  火力 
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問 12 次の文章は，配電線路の電圧調整に関する記述である。 

配電線路より電力供給している需要家への供給電圧を適正範囲に維持するた

め，配電用変電所では，    (ｱ)   などによって，負荷変動に応じて変電所二次側

母線電圧を調整している。高圧配電線路においては，柱上変圧器の    (ｲ)   に

よって低圧配電線路の電圧調整を行っていることが多い。また，高圧配電線路の

こう長が長い場合や分散型電源が多く接続されている場合など，電圧変動が大き

く，配電用変電所の    (ｱ)   や柱上変圧器の    (ｲ)   によっても供給電圧を許容

範囲に抑えることが難しい場合は，    (ｳ)   や，開閉器付電力用コンデンサなど

を高圧配電線路に施設することがある。さらに，電線の    (ｴ)   によって電圧降

下を軽減する対策をとることもある。

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｴ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の( )～( )のうちから一つ選べ。 

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

) 負荷時電圧調整器 タップ調整 バランサ 細線化 

) 計器用変成器 取替 
ステップ式自動 

電圧調整器 
細線化 

) 負荷時電圧調整器 タップ調整
ステップ式自動 

電圧調整器 
太線化 

) 計器用変成器 タップ調整
ステップ式自動 

電圧調整器 
細線化 

) 負荷時電圧調整器 取替 バランサ 太線化 



■ T2－D 015
 

問 11 次の文章は，電力の需要と供給に関する記述である。 

電力の需要は 日の間で大きく変動し，一般に日中に需要が最大となる。一方

で，    (ｱ)   の大量導入に伴って，日中の発電量が需要を上回る事例も報告され

ている。需要電力の平準化や，電力の需給バランスの確保のために，    (ｲ)   発

電が用いられている。また近年では，    (ｳ)   電池などの電力貯蔵装置の技術が

向上している。 

天候の急変時や発電所の故障発生時にも周波数を標準周波数へと回復させる

ために，    (ｴ)   が確保されている。部分負荷運転中の水力発電機や    (ｵ)   発

電機などが    (ｴ)   の対象となる。 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の( )～( )のうちから一つ選べ。 

(ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ)  (ｵ) 

) ベース供給力 流込み式 燃料 運転予備力 原子力

) ベース供給力 揚水式 蓄 運転予備力 原子力

) ベース供給力  流込み式  燃料  ミドル供給力  火力 

) 太陽光発電 揚水式 燃料 ミドル供給力 火力 

) 太陽光発電  揚水式  蓄  運転予備力  火力 
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問 12 次の文章は，配電線路の電圧調整に関する記述である。 

配電線路より電力供給している需要家への供給電圧を適正範囲に維持するた

め，配電用変電所では，    (ｱ)    などによって，負荷変動に応じて変電所二次側

母線電圧を調整している。高圧配電線路においては，柱上変圧器の    (ｲ)    に

よって低圧配電線路の電圧調整を行っていることが多い。また，高圧配電線路の

こう長が長い場合や分散型電源が多く接続されている場合など，電圧変動が大き

く，配電用変電所の    (ｱ)    や柱上変圧器の    (ｲ)    によっても供給電圧を許容

範囲に抑えることが難しい場合は，    (ｳ)    や，開閉器付電力用コンデンサなど

を高圧配電線路に施設することがある。さらに，電線の    (ｴ)    によって電圧降

下を軽減する対策をとることもある。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｴ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ) 

(1) 負荷時電圧調整器  タップ調整  バランサ  細線化 

(2) 計器用変成器  取替  
ステップ式自動 

電圧調整器 
 細線化 

(3) 負荷時電圧調整器  タップ調整  
ステップ式自動 

電圧調整器 
 太線化 

(4) 計器用変成器  タップ調整  
ステップ式自動 

電圧調整器 
 細線化 

(5) 負荷時電圧調整器  取替  バランサ  太線化 
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■ T2－D 016
 

問 13 低圧ネットワーク方式(レギュラーネットワーク方式ともいう)では，給電線

である複数の特別高圧配電線路から，ネットワーク変圧器を経て，低圧配電線路

に電力が供給される。低圧ネットワーク方式に関する記述として，誤っているも

のを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

(1) 一般的に，ネットワーク変圧器二次側に，保護装置としてネットワークプロ

テクタが設置されており，ネットワーク変圧器一次側の遮断器やヒューズを省

略することができる。 

(2) 低圧配電線路を格子状に接続したネットワークから，各需要家に供給する。 

(3) 給電線のうちの一つに事故が発生すると，他の健全な給電線に供給系統を切

り替える間，低圧配電線路が停電する。 

(4) 樹枝状配電線路と比較して電圧変動や電力損失を小さくすることができる。 

(5) 建設費が高くなるので，大都市のような需要家の多い地域で用いられる。 
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問 14 次の文章は，絶縁油の性質に関する記述である。 

絶縁油は変圧器や ケーブルなどに使用されており，一般に絶縁破壊電圧は

同じ圧力の空気と比べて高く，誘電正接が    (ｱ)   絶縁油を用いることで絶縁油

中の    (ｲ)   を抑えることができる。電力用機器の絶縁油として古くから

   (ｳ)   が一般的に用いられてきたが，より優れた低損失性や信頼性が求められ

る場合には    (ｴ)   が採用されている。 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｴ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の( )～( )のうちから一つ選べ。

(ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

) 大きい 部分放電 植物油 鉱油 

) 小さい 発熱 鉱油 合成油

) 大きい 発熱 植物油 鉱油 

) 小さい 部分放電 鉱油 合成油

) 小さい 発熱 植物油 合成油
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問 13 低圧ネットワーク方式(レギュラーネットワーク方式ともいう)では，給電線

である複数の特別高圧配電線路から，ネットワーク変圧器を経て，低圧配電線路

に電力が供給される。低圧ネットワーク方式に関する記述として，誤っているも

のを次の( )～( )のうちから一つ選べ。 

( ) 一般的に，ネットワーク変圧器二次側に，保護装置としてネットワークプロ

テクタが設置されており，ネットワーク変圧器一次側の遮断器やヒューズを省

略することができる。

( ) 低圧配電線路を格子状に接続したネットワークから，各需要家に供給する。

( ) 給電線のうちの一つに事故が発生すると，他の健全な給電線に供給系統を切

り替える間，低圧配電線路が停電する。

( ) 樹枝状配電線路と比較して電圧変動や電力損失を小さくすることができる。

( ) 建設費が高くなるので，大都市のような需要家の多い地域で用いられる。
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問 14 次の文章は，絶縁油の性質に関する記述である。 

絶縁油は変圧器や OF ケーブルなどに使用されており，一般に絶縁破壊電圧は

同じ圧力の空気と比べて高く，誘電正接が    (ｱ)    絶縁油を用いることで絶縁油

中の    (ｲ)    を抑えることができる。電力用機器の絶縁油として古くから

    (ｳ)    が一般的に用いられてきたが，より優れた低損失性や信頼性が求められ

る場合には    (ｴ)    が採用されている。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｴ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) 

(1) 大きい 部分放電 植物油 鉱油 

(2) 小さい 発熱 鉱油 合成油 

(3) 大きい 発熱 植物油 鉱油 

(4) 小さい 部分放電 鉱油 合成油 

(5) 小さい 発熱 植物油 合成油 

 

  

- 14 -



■ T2－D 018
 

ＢＢ問題(配点は 1 問題当たり(a)5 点，(b)5 点，計 10 点) 

 

問 15 復水器での冷却に海水を使用する汽力発電所が出力 600 MW で運転してお

り，復水器冷却水量が 24 m3/s，冷却水の温度上昇が 7 ℃であるとき，次の(a)及

び(b)の問に答えよ。 

ただし，海水の比熱を 4.02 kJ/(kg･K)，密度を 1.02×103 kg/m3，発電機効率を

98 ％とする。 

 

(a) 復水器で海水へ放出される熱量の値[kJ/s]として，最も近いものを次の(1)～

(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 4.25×104 (2) 1.71×105 (3) 6.62×105 (4) 6.89×105 (5) 8.61×105 

 

(b) タービン室効率の値[％]として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一

つ選べ。 

ただし，条件を示していない損失は無視できるものとする。 

 

(1) 41.5 (2) 46.5 (3) 47.0 (4) 47.5 (5) 48.0 
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問 16 電線 線の抵抗が ，誘導性リアクタンスが である三相 線式送電線

について，次の( )及び( )の問に答えよ。

( 受電端電圧を ，送電線での電圧降下率を受電端電圧基準で ％に保つ

ものとする。この受電端に，力率 ％(遅れ)の負荷を接続する。この場合，受

電可能な三相皮相電力の値[ ･ ]として，最も近いものを次の( )～( )のう

ちから一つ選べ。

( ( ( ( (

( 受電端に接続する負荷の条件を，遅れ力率 ％，三相皮相電力 ･ に

変更することになった。この場合でも，受電端電圧を ，送電線での電圧降

下率を受電端電圧基準で ％に保ちたい。受電端に設置された調相設備から

系統に供給すべき無効電力の値[ ]として，最も近いものを次の( )～( )の

うちから一つ選べ。

( ( ( ( (



■ T2－D 019
 

ＢＢ問題(配点は 問題当たり( 点，( 点，計 点) 

問 15 復水器での冷却に海水を使用する汽力発電所が出力 で運転してお

り，復水器冷却水量が ，冷却水の温度上昇が ℃であるとき，次の( )及

び( )の問に答えよ。

ただし，海水の比熱を ･ )，密度を ，発電機効率を

％とする。

) 復水器で海水へ放出される熱量の値[ ]として，最も近いものを次の( )～

)のうちから一つ選べ。

) タービン室効率の値[％]として，最も近いものを次の( )～( )のうちから一

つ選べ。

ただし，条件を示していない損失は無視できるものとする。
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問 16 電線 1 線の抵抗が 6 ，誘導性リアクタンスが 4 である三相 3 線式送電線

について，次の(a)及び(b)の問に答えよ。 

 

(a) 受電端電圧を 60 kV，送電線での電圧降下率を受電端電圧基準で 10 ％に保つ

ものとする。この受電端に，力率 80 ％(遅れ)の負荷を接続する。この場合，受

電可能な三相皮相電力の値[MV･A]として，最も近いものを次の(1)～(5)のう

ちから一つ選べ。 

 

(1) 28.9 (2) 42.9 (3) 50.0 (4) 60.5 (5) 86.6 

 

(b) 受電端に接続する負荷の条件を，遅れ力率 60 ％，三相皮相電力 65 MV･A に

変更することになった。この場合でも，受電端電圧を 60 kV，送電線での電圧降

下率を受電端電圧基準で 10 ％に保ちたい。受電端に設置された調相設備から

系統に供給すべき無効電力の値[Mvar]として，最も近いものを次の(1)～(5)の

うちから一つ選べ。 

 

(1) 12.0 (2) 20.5 (3) 27.0 (4) 31.5 (5) 47.1 
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■ T2－D 020
 

問 17 図のように配電用変圧器二次側の単相 3 線式低圧配電線路に負荷 A 及び負

荷 B が接続されている場合について，次の(a)及び(b)の問に答えよ。ただし，変

圧器は，励磁電流，内部電圧降下及び内部損失などを無視できる理想変圧器で，

一次電圧は 6 600 V，二次電圧は 110/220 V で一定であるものとする。また，低圧

配電線路及び中性線の電線 1 線当たりの抵抗は 0.06 ，負荷 A 及び負荷 B は純抵

抗負荷とし，これら以外のインピーダンスは考慮しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 変圧器の電流を測定したところ，一次電流が 5 A，二次電流
a
I と

b
I の比が 2：3

であった。二次側低圧配電線路及び中性線における損失の合計値[kW]として，

最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 2.59 (2) 2.81 (3) 3.02 (4)5.83 (5) 8.21 

 

(b) 低圧配電線路の中性線が点 F で断線した場合に負荷 A にかかる電圧の値[V]

として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 88 (2) 106 (3) 123 (4) 127 (5) 138 

 

6 600 V

負荷A

負荷B

110 V

110 V

F

低圧配電線路
及び中性線

変圧器
0.06 W

0.06 W

0.06 W

a
I

b
I
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